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は じめ に

　 ア レ ル ギー性吸 入 性気管支喘息 は 七条
り

が 「コ ン ニ ャ

ク喘息」を見 い 出 し報告して 以来，数多く報告され て い

る が ，最近特に 職業と気管支喘息 との 関連 が 問題 とさ

れ ， その 検索は 社会的 に も急務 とされ て い る ．

　職業性喘 息に つ い て は ，当教室で も前述の 「コ ン ニ ャ

ク 喘息」 の 他 に 養蚕業者に み られ た 「まぶ し喘息」
2｝，

「家蚕 リン 毛喘息」
3 ｝

や 「シ イ タ ケ 胞子囁息」
4｝
を 報告し

て い る が ， 最近養鶏業者 に み られた 「ヒ ヨ コ 喘息」
5〕

，

実験動物飼育者に み られ る モ ル モ
ッ トや ウ サ ギ の 獣毛や

体成分を抗原とする吸 入性ア レ ル ギ ー性喘息
5）

，
セ メ ン

ト製造業者 に み られ た 「セ メ ン ト喘息 」
η

を 報告 して い

る．

　 さて 製パ ン 業者に み られ る小麦粉等の 吸入 に よ る呼吸

盟疾患に つ い て は古来 ， 欧米で も数多くの 報告がみ ら

れ ， ま た わ が 国で も最近城
8）
等の 報告 が み られ る が そ の

多 くは 咳嗽を主 とす る気管支炎お よび気管支喘 慰が多 い

と され て い る。最近われ わ れ は やは り製パ ン 業者 に み ら

れ た小麦粉 の 吸入 に よ り惹起され た と思わ れ る典型的な

吸 入 性 ア レ ル ギ ー
性喘息 の 1 例 を 経験 し，か つ そ れ が

Pepysg｝
の い う combined 　type　l　and 　type 皿 asthma の 像

に
一

致す る と思われ ，そ の 意昧で も注 目に 値す る と思わ

れ る の で 報告す る．

　　　 8年前急性虫重炎、

　　　 じん ましん ，
ア レ ル ギ ー

性鼻炎等は な し．

　　　現病歴 ： 小兇期よ り軽 い 刺激で咳嗽が で や すか つ た ．

　　昭和 36年群馬県の 某製菓 会社に 入社 し ，
パ ソ と洋菓子を

　　作 つ て い た が 3年前 よ り洋菓子専門 とな つ た ．仕事は小

　　麦粉 の 分量を計つ て 水で こ ねそ の 後 こ れを焼 く仕事 で あ

　　つ た ．こ の 仕事，特に 小麦粉の 計量を開始して か ら しだ

　　い に 咳嗽が 多くなつ た が約 1年後の 昭和45年10月頃よ り

　　仕事場 に は い る と咳嗽，水 様性鼻汁，流涙 等が 出現する

　　よ うに な り特に 咳嗽が強 くな つ た ．しか し呼吸困難発作

　　は み られ な か つ た ，昭和46年 2 月に な る と前記症状 の 他

　　に 喘鳴や呼吸困難が 出彦盈し ， また こ の 頃 よ り仕事 が 終わ

　　つ て 4 −5 時間後に も 再 び 呼吸 困難発作が 出現 して きた

　　 の で 当内科を来院，受診した とこ ろ小麦粉に よ る 吸 入性

　　ア レ ル ギ ー性気管支喘息を疑わ れ ，昭和46年 6月 2 日当

　　内科 に 入院 した ．

　　　入 院時所見 ： 体格や や 小 で や せ て い る が特 に 呼吸園難

　　発作は み られ なか つ た ．脈搏は整で 毎分72， 貧血黄疸等

　　は なか つ た ．

　　　心 胸音界は 正 常で 心 音 も純，また 呼吸 音も清 で ラ音は

　　聴取 され なか つ た ．腹部 も特に 変化な く，腱反射も正常

　　で 浮腫等 もみ られず血L圧 は 120180で あ つ た．

　　　一般検査成績 ： 表 1の よ うに 著変は なく 末悄血 の 好

　　酸球増多は み られ な か つ た ．また ，後述 の 誘発試験の

・・　 際喀出 され た 喀痰 il
−
tに も好酸球 の 増加 は み られな か つ

　 　た ．

症　例

T・R・：34才 δ ， 職t’i，パ ン お よび 菓子製造業．

主訴 ：咳嗽を伴う呼吸困難発作，

家旅歴 ； 特記すべ きこ と な し，

既往歴 ： 6 年 前尿路結石症で 手術 ．

ア レ ル ギ ー
学灼諸検査成績

　外来受診時お よ び入院後に 行なつ た ア レ ル ギ ー学的検

査の 結果 は 以下 の とお りで あ る．
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ー性 気 管 支喘 息

表 1　 入 院 時
一般 検査成 績
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表 2　 曳 内 反 応 成 績

！1、麦 粉 季斉し哢…20｛音 液

i発 赤 （膨 疹）

巌 Buffered　Sa！ine　Solut「en

抗　　　　 原 　　　　稀釈 倍 率

室　　　内　　　匹 　　　 ユ，OOOx
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，OOOxle

，000x10
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1
，
050 ×
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ミ
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1・3… （… ）

ll9。 16 （1  ． 1。）

iO× 0 （8 。 8）

ヨ1M （ 9。 8）

　　　　　　　　　　　　　〔pH　7．2）

　　　　　　　　　tヤ1冫夜　　NユC「　　50牙

　　　　　　　　　　　　駛隅瀧 。 ，4，3，

　　　　　　　　　　　　 蒸溜 水 壼加之（looemlとす る

　　　　　　　　　オ
・2シ商　4％ 石炭 酸

　　　　　　　　才 1，牛 2液 の 等量 右混合 しさらに蒸溜 木

　　　　　　　　 4 容 を加 之る

　　　　　　　図 1 ．小 麦粉 抗原の 作 成 ，

　 1．　皮内反応

　まず小麦粉抗 原 を川 い た 皮 内反応 を 行な つ て み る と，

表 3 の よ うに i5分後で 対照と比較 して 著明な erythema

；vheal 　 reaction がみ ら2−Lた ．ま た 5 時間後の 判 定 で も紅

斑 と浮腫の 境界の 判然 と しない い わ ゆ る ア ル サ ス 型 の 皮

内反応が み られ た ．24時間後 で は 反応は 陰性 で あつ た ．

表 3　 小 麦粉 抗 原 （Buffered　Sallne 抽 出潼 ）

　　　　　　 を 用 い た 皮 内反 応

15分 後

　

iOx 　O （8x 　8）

…　Ox 　G　（　8× 　8）

　 　 　 　 　
1’
　　　　

．
　 33 × 37　　1

小 蠅 原 i…1。
一、 … ・… 8 ・

…1
．野 i（13・ 」鉦i（27× 19／．1（ Ox 　9）一．

15 時 間後 …24舜 間 後
し　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 27x16 　　　　0x 　O

．i（13塁 aΣ1（・3・ ・）iω ・ ．．Q）
13× 　9　

哩
　　Ox 　O

　まず 各種 ア レ ル ゲ ン を Jijい た 皮 内反応 の 成績 で あ る

が ，表 2 の よ うに 室 内塵 ，ク ラ ドス ポ リ ウ ム ，カ ン
．
ジ ダ

お よび 後述 の 方法て
．
作製 した 小麦粉抗原 で 11［臈』

型皮内反

応 が 陽性 で あ つ た ．こ の 成鑛お よ び現痢歴 か らこ れ ら ア

レ ル ゲ ソ
， 特 に 小麦粉に 感俘され て い る 二 とが 予想 さJt

たの で 図 1の よ うに 患者 の 畷
：
場 で 使用 して い る 小．麦粉を

用 い て 抗原を 抽 出 しレ以 下 の 試験 を行 な つ た ．

対 財… 1　 0xO
I（7x 　7）i（ 8 ＞97）…（8：9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単 位 伍の

　 2．　限反応

　次 に 「弓抗鳳 を月1い た 1駈モ反 応を 行な つ て み る と，写真 i

の よ うに 20倍稀釈液 で 】5分後に ア レ ル デ ン 滴下慨 の 眼験

義
ll
膜 に わ ずか な 充 1魏が み られた が，30分後，同蔀建 の 疵

痒感が あ っ たt；　bE 眼 反 応は 陽 性 と判定した．
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中沢 次 夫他 15−（15）

　写 真 1 ．小麦 粉 抗原 を 用 い た 眼反応 ．

　対照 （生 食 水 ）を滴 下 し た 左 眼 に 比 し て 抗原 液 を

滴下 し た 右眼結膜 に 充 血 が み ら れ る．

写 真 2 ．小麦粉抗原 に よ る Prausnitz−KUstner 反 応．

　3．　 1｝rausnitz ・K 負stner 反IEI

　次 い で 同抗原 1，000倍稀釈液0．02nll お よび患 書血溶

（未治燎） O．正m1 を 用 い た Prausnitz−Kbstncr 反応で

は 15分後に 写真2 の ように 陽性反応がみ られた．なお，

熱処理 した 齔面？で は 同反tit；は 陰性 で あ つ た の で こ の 反応

は レ ア ギ ン に よ る もの と確認し得た ．

　4．　吸 入誘発試験

　次 に小麦粉を 川 い た 吸入誘発 、試験を行 なつ て み る と図

2 − A の よ うに 小麦粉 を 吸 人させ て か ら 15分後に 著明

な咳嗽 ， 喘鳴 ， 呼吸困難 が み られ ， 1秒肺活lll：の 低下

（44％）が み られ た の で 本試験賜性 と 判定 しtこ ．なお ，

B

△μ
C

D

E

A ：吸入前．
B ；小 麦冫卜分q艮入陶始後 15分．

C ：ア0テック吸 入後・

D ：小麦粉 吸入後 4 畴 間、

E：ア0テック吸 入後．

図 2 −A ，
B ．吸 入 誘発試 験 （1 秒 肺 活 量）．

こ の 呼 吸 困難発作は気管攴拡張剤 の 吸入に よ り回復が み

られ た ，そ の 後患者は 静臥 して い た が吸入 して か ら 4 時

問後に 再 び 咳嗽 ，喘鳴 ， 呼吸困難が 出現 し て きた の で聴

診する と乾性 ラ 音が著明 に 聴取 された ．同様に 1秒肺活

ゆ
．
…

「
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　　ヒ

バ

鐡
歯

弾．隻

∴ 雫
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〜

∫

へ
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．

♂
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、

劉

 

鱸 　　　　　　　　　　　 ．

写真 3 ．Center　 well は 患 者 血 清．
1）cr 三pheral　well は

ノ亅・麦粉抗原

1 ：　 20x 稀 釈

2 ；　 40 ×　 〃

3 ：　 80×　〃

4 ： 160×　〃

2 と ∬；L潴 との 問 に 明 ら か な沈降線 を 1沼め る ．
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16−（16） 小 麦 粉 に よ る 吸 入性 ア レ ル ギ
ー
性気管支喘 息

’Ute ／f’’’ 　 　　　　　
t　t

鷲 凝 ご ∴ 、　 3

窄

惚雛
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

　　　　　　　　　　　t：　 NS
　　写真 4 −（1）．Center　well に 患者1亀清 ，

　peripheral

　weU に 抗 IgD 血淆 を 倍 数 稀釈 した もの を 対応 させ

　た もの で あ る。

垣 博士 よ り提供を受け た抗 ヒ FIgD ヤ ギ 血 清を 用 い て

ゲ ル 内沈降反応に よ る半定量を行なつ た が写真 4 の よ う
　　キ
に 正常 に 比 して そ の 約

1116
で あつ た．

　ま た IgE 　は 本学 衛生 学教室伊藤博士 よ り提供 を 受け

た抗 ヒ ト IgE ウ サ ギ 血 清 に よ る reversed 　PK 反応を

行なつ て 測定 した が ，血清稀釈 2 万倍 で 陽性反応 を 示 し

正常対照 に 比 して ほ とん ど変化 は み られなか つ た ．

　以 上 の こ と よ り本例を 小麦粉吸 入 に よ る 吸 入 性 ア レ ル

ギー性気管支喘息と診断 し ， 現在前記抗原に よ る滅感作

療法を主 と した 治療を開始 した とこ ろ で ある ．

考 案

磨 1

一 ，r
％・

1 ・鑞 ・

・

i卜Q

　　し

．t
　32 ・

、〆

 
一
t
・
『

　小麦は 15，000年前 よ り栽培 され は じめ た とい われ ， 気

候と土 質に 対す る適応性 が 大 きい の で 世界各地 で 栽培 さ

れ て い る ．食物と して利用 され る小麦粉は ，表 4 の よ う

に ほ と ん どが デ ン プ ン 質で あ る が タ ン パ ク 質の 含有量 に

表 4　 小麦粉 の 主 な種 類 と用 途

嵐 、

　写 真 4 −（2）．同 様 に 正 常廁L清 を お い た もの で あ る

が 正 常 は 32倍 稀 釈 ま で 沈 降 線 が み ら れ る に 比 し て 患

者血 清 で は 2 倍 稀 釈 ま で の み に 沈 降 線 が み られ る ．

粉

粉

粉

カ

カ

力

強

中

溽

1 蛋白舗 量

11〜13％

　 8〜11％

6．5〜 9．596

用 　　途

パ ソ
P

マ カ ロ ニ

め ん 類

菓子，天 ぷ ら 衣

量を測定 して みると 図 2 −B の ように前回 と 同程度の 1

秒量 の 低下が み られ た ．こ れ も気管支拡張剤 の 吸 入 に よ

つ て 回復を み た ．対照 と して 行なつ た ブ ドウ糖 に よ る 吸

入誘発試験 で は反応は 陰性で あつ た ．なお 皮内反応 で 陽

性を示 した ア レ ル ゲ ン の 室内塵 ， ク ラ ドス ポ リウ ム
， カ ン

ジ ダ を用 い た 吸入誘発試験 は すべ て 誘発されなか つ た ．

　5． Ouchterlony法に よ る ゲ ル 内沈降反応

　次に 小麦粉抗原と患者血溝とを対応 させ た ゲ ル 内沈降

反応を行なつ て み る と写真 3 の よ うに 二 者 の 間 に 明瞭な

沈降線が み られ沈降抗体の 存在が 証明され た ．

　6， 免疫 グ ロ ブ リ ン 値渊定結果

　Iloechstの immunoplatcを用 い て 行なつ た 患者血活

中の 免疫 グ ロ ブ リ ン 値は IgG が 1400　mg ！ml ，
　 IgM が

120mgfml ，
　IgA は 420　mgfml と 三三者と も正常範囲内

で あ っ た ．IgD は Roswell　 Park　Mernor三al　 Institute谷

表 5　 小麦粉 の 化学的組成 （中力二 等 の 場 合）

で ん ぷ ん

蛋　白　質

脂 　　　肪

繊　　　維

％

71．3

ユ0．11

．40

．4

11
ペ ン トザ ソ

水 　　　分

糖 　 　　類

％

1 ．913

．21

．4

小麦粉 の は な し （製粉 振 興 会編） よ り，

よつ て その 種類お よび 使途が異 な つ て い る．そ の 化学的

組成 は 表 5 に 示す とお り前述の よ うに デ ン プ ン を主 とす

る炭水化物が 70％前後，蛋白質が S’

均10％e と なつ て い る

1°）．こ の タ ソ パ ク質 に つ い て は ，水に 不溶で ア ル カ リに 可

溶性の グ ル テ ニ ソ と，水 に 不 溶 で 70％ア ル コ ール に 可溶

か つ 吸水する と粘ノr手性 を生 じ糸状 に の ばす こ とが で き，

また 乾燥す る と粉末 に な りや す い グ リア ジ ン とが そ の 主

成分 で 約 75繆を占め る．そ の 他 は ア ル ブ ミ ン
， グ 卩 ブ リ

ソ ，プ V テ ア ース な どが少量含 ま れ て い る ．そ し て こ の

グ ル テ ＝ ン とグ リア ジ ソ が水を十分に 吸収 して グル テ ン

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

中沢 次夫他 17−（17）

の 膜を作る とされ て い る ．

　さ て，小麦粉を取扱 う職業，特に パ ン 製造業者 に み ら

れ る 気管支喘息 に つ い て は い わゆ る Bakers　 asthma と

して 欧 米で は 古来 よ り注 目 され て い る が 本邦 で は食生活

の 相違 の た め か 報告 は 比較的少な く， 従つ て そ の ア レ ル

ギ ー学的検索 も遅れ て い る よ うで あ る ．

　Gadborg ” ｝
は 1，555名の bakersに つ い て，勤務年数 と

症状 の 発現 と に つ い て 述べ ，そ の 職業に 就い て か ら 10−

12年後に 25％が何らか の ア レ ル ギ ー症状を呈す る よ うに

な り， そ の うち
21

，が 気管支喘息と な つ た と報告 して い る

が ， こ の 患者 の 場合もこ の 職業に つ い て か ら約 9年後に

咳嗽発作が 出現 し，10年後 に 気管支瑞息となつ て い る．

　 また小麦粉瑞息に つ い て は他 の ア レ ル ギ ー性瑞息 と同

様，遣伝的因子が 強 い こ と，ま た 職場 の 状況な ど か ら，

各種の 他の ア レ ル ゲ ソ 特に ア ス ペ ル ギ ル ス やペ ニ シ リ ウ

ム などの カ ビ類や屋内塵に 混会感作されや す い こ となど

が一般的特徴 とされ て い るが
12）

この患者もや は り同様 の

傾向が み られ た ．

　以上 の こ とか ら ， 本例は わが国で は比較的少な い 典型

的な小麦粉に よる 吸 入性ア レ ル ギ ー性瑞息の 症例 と思わ

れ る ．

　 さて CGembsi3＞ は ア レ ル ギ ー反応 を 図 3 の よ う に 1 −

IV型 の 4 つ に 分類 して い る が，　 Pepys9〕 は気管支暢息 ，

特に 外因性気管支喘息を Coombs の それを基 と して 3種

表 6　 Extrinsic　Asthma

Age 　 of 　onset

Determ…ned 　hv

Skin　test
「eactlons

Inhalation　test
　 Asthma

　 Fever

　LeUC ・ cyt 。 sis

　E ・s1n・philla
Antibody
　specl 且c　 IgE

Prec三P玩監ns

Extrinsic　Atopic
　 　 Asthma

　 （Type 　 I ）

Mainly 　ear1y

Constitutional
factors
．
Prick−usualiy
multiple 　Common
allergens ．

Immediate

　 　 O

　 　 O

　　十

十

〇

E丈trinsic

Non−s重opic
　 Asthma

（Type 　皿）

Mainly　 aδult

Environmental
factorsIntracutaneOUS

−
single 　 Particular
allergen

撫

＋

＋

士

L

？・

十

Combined　Type　I　 and 　Type皿 Asthma

Antibodies

Skin　 and

inhalation
reactlons

Reagins 　 and 　precipitins

Dual−immediate　 and 　 late

●　▲　■ ：　Ant「3en，
一 　：Liberα↑ion　of　』is肱m｛ne　ancl　other

　　　pharraaroiosicallソ己⊂t旨ve 　subs．　tances・
＞　H 　8 　；Antibcriy．
一一一

ケ 　；Site　of　invoivelnent　of　complement ．
　 ン

・
：Mechαnlsmusin　mononucleat　cells

　　 d；・ected 　ag，　ains 亡tw。　specifi・ ・tles・

　　図 3，ア レ ル ギ
ー」見象 の 4 型．

に 分類 して い る ．す な わち，1） extr1nsic 　atopic 　asthma

（type　I）， 2）　extrinssic 　non −atopic 　asthma （type 皿）， お

よび ，3） combined 智pe　l　and 　type 皿 asthma で あ る （表

6）．Type 　1 と type 皿 の 気管支喘息に 関 して は 表に 示

した とお りで あ る が combined 　type　I　and 　type 皿 asthma

は そ の 抗体に は レ ア ギ ン と沈降抗体 とが 関与 し，皮膚反

応 お よ び吸 入誘発試験に つ い て は 即時型皮膚反応 と，4−

8 時間に 陽性とな る ア ル サ ス 型反応の 2 つ を お こ すい わ

ゆ る dual　 reaction を示す もの と して い る．

　本例は 皮内反応と吸 入誘発試験 で 上述 の dual　reaction

を示 し ， か つ レ ア ギ ソ と沈降抗体を証明で きた こ と，ま

た 職場で小麦粉を扱 い 始め て 20分くらい で咄息発作が起

き，fl：雰を終わ つ て 帰宅後，数時間 で 再 び 発作が起 きる

こ と な どか ら こ の combined 　type　l　and 　type 皿asthma と

考えられ る．

　 こ の combined 　 type 　1　and 　 type 皿 asthma に つ い て

Pepys は allergic 　bronchopulmonary 　 asperglllosis に お

い て み られ る と述べ て い る が，当教室 で は コ ン ニ ャ ク喘

息の
一部に 前記 2 種の b

’
［体の 存在を認 め

」4J
， か つ こ 才しら

は 臨床的に 比蜘
厂
r亜 症例が 多 か つ た こ とを報告して い る

が
；5｝，他 の 吸入 性 ア レ ル ギー性 喘息で は こ の 型 の 嬢告 は

少 なく，本例は こ れ ら の 意味か ら今後の ア レ ル ギー学的
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ー
性気 管支喘 息

検索，特に 置型 の い わ ゆ る沈降抗体が 気管支瑞怠の 発症

に い か に 関与して い るか ， また阻止抗作との 関連性等 の

検索に 好個 な 1 例 と思わ れ る ．

　次 に 本倒盛清中 の 免疫 グ Pt ブ リ ン 定 羅：値 である が lgG
，

IgA，　IgM は すべ て 正 常範 照 内 で あ り，IgE も逆 PK 反

応で み るか ぎ りで は 正常対照と差が み られなか つ た が，

IgD は 半定量で は あ るが 正常 の ソ、、程度で あ つ た ．気管

支喘息の IgD 値に っ い て は 増加 して い る とい う報告も

あ る が一般に は 著変ない もの とされて い る ，こ の こ と と

本liil発生 と の 関連 の 有無に つ い て は ，そ の 意昧づ け は 嗣

難 で あ るが 今後の 検討を 待 ち た い と思 つ て い る ．

まとめ

　小麦粉を扱 う製菓子業者 に み られ た 典型的な吸入 性 ア

レ ル ギ ー性気管支喘息 の 1 弼 を 見 い 出 し，か つ そ れ が い

わ ゆ る combined 　type　 I　 ftnd　 type 珥 asthma で あ る こ と

を報告 し た ．
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ABSTRACTS  OF  ORIGINALS

                            Studies en  Experimental M>topathy

                 Report  III, The  TraRsfer Experiments of  Myopathic Rabbit

                                     Takeo  On{shi

        The  Second Department of  Internal Medicine, Okayama  University, Medical  School

                             (Director: Proft Kiyoshi Hiraki)

    The  lyophilized rat  muscle  membrane  was  used  for immunlzlng  rabbit,  and  rnyQpalhic  changes

syere  succesfu1}y  produced,  The  scrurn  gammag}oblin,  circu!ating  lymphocytes, and  peritoneal macro-

phages  derived from myopathie  rabbits  as  well  as  from the  normal  rabbits  xvere  transferred  into the

anterior  tibial muscle  of  normal  rats.

    The  resultant  tissue react{ons  in the  musc]es  were  estimated  in vivo  mainly  by obsen'ing  the  mor-

pho!ogical changes  of  metor  end-plate.  The  histological findings, including muscle  fibcrs, infiltrated

cells,  termina!  axon  innervation and  various  histochemical stainlngs,  were  also  studied.

    T}ie mest  effhctlve  in preducing myopathic  changes  in rat  were  the  pcritoneal macrophages  obrained

from ml'opathic  rabbit,  syith  the circulating  lymphoeytes  the  next.  Serum  gamma-globulin  fraction of

the  same  rabbit  could,  though  m{nima],  clicit  rhe  same  kinds changes.  According  to ±he  kind  of  sub-

stance  employed,  the myopathic  and  nermal  groups were  paired. In all  of  them,  the  difference ofdla-

meters  of  motor  end-plates  were  cleary  significant  with  p-values of  1ess than  O.OOI.

    In summary,  the  experlmcntal  myopathy  was  produccd successfully  in the  rabbits  by irnmunizing

them  with  isolated rat  rnuscle  membrane,  and  the peritoneal macrophages  obtained  from these  rabbits

were  most  efflective in transferring  myopathic  changes,

                     Inhalative Bronchial Asthma  Caused b}r lfVheat Flour

                    -A  Case of  Combined  Type  I and  Type  III AIIergy-

         Tsuglo Nakazawa, Yohnosuke Shimomura, Tsugio Higuch{, Genpaku  Kuramochi,

                   Mamoru  Yamada,  Setsuo Kobayashi  and  Kojiro  Shichljo

          First Department of  Iniernal Medicine, School of Mcdicine, Gunma  Univers{ty

    A  case  of  baker's asthma  was  investigated with  several  immunologieal  methods.  It was  confirmed

that the asthma  was  induced by 
``combined

 type  I and  type  III al}ergy"  proposed by Pepys.

    A  34-year-old man  had been working  as  a  baker for ten  years and  recently  hc was  oftcn  attacked

by cough  and  dyspnea, He  uscd  to have two  asthmat{c  attacks,  one  "'as  developed about  twenty  minu{es

after  s-'orking  in bakery roem,  the  othcr  was  dcvclopcd about  severa]  hours after hc got homc. By  using

wheat  flour, provocation  test was  performed  and  the  similar  rcsulLs  wcre  obtained,  namely  cough  and

dyspnea attacked  him in tvvicc; about  twenty  minutes  latcr and  four hours later. IntracuLaneous test

with  wheat  fiouT extract,  sho",ed  so-called  dual reaction,  i.e. immcdiate and  Arthus  type reaction,  Praus-

nitz-KUstner  test was  also  obtained  positivc reactlon.

    As a  result,  lhis case  ".as  diagnosed as  
"combined

 type  I and  1"ypc III asthma",


